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▲目録を井上町長に手渡す
　ＪＡ雲南飯塚常務理事（左）

▲目録を読み上げる山本会長（左）

▲献花を手向ける参列者

▲

追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

高
橋
晴
美
さ
ん
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学
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仁
多
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
山

本
勝
昭
会
長
）
が
、
同
ク
ラ
ブ
例

会
一
〇
〇
〇
回
の
開
催
記
念
事
業

と
し
て
、
心
停
止
状
態
に
陥
っ
た

人
の
救
命
措
置
に
用
い
る
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

町
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
、
九

月
十
日
、
井
上
町
長
に
目
録
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
今
年
度
、
各
小
・
中
学

校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
予
定
で

す
が
、
そ
の
内
の
一
台
と
し
て
、

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
、

Ｊ
Ａ
雲
南
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
か

ら
奥
出
雲
町
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

十
七
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
雲
南
の

飯
塚
稔
常
務
理
事
が
役
場
を
訪
れ
、

「
人
命
保
護
と
被
害
軽
減
に
役
立

て
て
下
さ
い
」
と
趣
意
書
と
目
録

を
井
上
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
か
ら
「
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
撲
滅

に
役
立
て
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
を
受
け
た
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
は
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
な

ど
を
考
慮
し
て
、
順
次
設
置
し
て

行
き
ま
す
。
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　町立奥出雲病院の春日正己院長が、9月18日、全国自治体病院開設者協議会並びに全国自
治体病院協議会（東京都）から、「へき地医療貢献者」として会長表彰を受賞されました。
　春日院長は、国立舞鶴病院医長などを歴任され、仁多町（当時）の強い要請を受け、平成3年
に町立仁多病院（現奥出雲病院）の外科医長に着任。平成15年からは院長に就任されています。
　この間、病院の移転新築をはじめ、平成13年には、県内2例目（当時）となる電子カルテシス
テムの導入に尽力されました。
　また、在宅医療にも熱心で、訪問診療の実施や各種健康教室、講演など予防医療にも献身的
に尽力されているほか、地元中高生の体験学習や実習生の受入れなど、将来の医療技術者の
育成に、積極的に取り組まれています。

春日院長春日院長（奥出雲病院）（奥出雲病院）を表彰を表彰長年地域医療に尽力

全
国
自
治
体
病
院
協
な
ど

　奥出雲町教育委員会では、稲田神社の本殿、拝殿、通殿、弊殿の四棟を「町
指定有形文化財」に指定しました。
　本町における町の指定文化財としては、これで13件目となります。
〔稲田神社の概要〕
　稲田神社は、昭和7年から7ヵ年をかけて造営された、近隣にない大規模
な神社です。専門家によると、大社造りの本殿を中心に、弊殿、拝殿、通殿
等の主要な社殿は、建築当時の姿をそのままに伝え、更にそれぞれの建物
が同一軸線にあり、一貫した社殿計画によって建築されたことがうかが
えます。

稲田神社稲田神社　町指定文化財に・・・　町指定文化財に・・・稲田神社　町指定文化財に・・・
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力強い太鼓の響き力強い太鼓の響き力強い太鼓の響き力強い太鼓の響き力強い太鼓の響き力強い太鼓の響き

　
先
の
大
戦
で
尊
い
生
命
を
捧
げ

ら
れ
た
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
る
「
奥

出
雲
町
戦
没
者
追
悼
式
」
（
町
、

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
が
、
九

月
十
二
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

仁
多
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
各
地
区
の
遺
族
会

会
員
な
ど
約
二
百
八
十
人
が
出
席

し
、
八
百
九
十
三
柱
の
御
霊
に
追

悼
の
意
を
送
り
、
一
分
間
の
黙
祷

や
全
員
で
霊
前
に
献
花
を
手
向
け
、

ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
井
上
町
長
は
「
先
の
大
戦
か
ら

学
び
取
っ
た
多
く
の
教
訓
を
改
め

て
心
に
深
く
刻
み
、
世
界
の
恒
久

平
和
の
確
立
と
奥
出
雲
町
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
い
ま
す
」
と
式
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遺
族
を
代
表
し
て
三
沢

地
区
遺
族
会
の
高
橋
晴
美
さ
ん
か

ら
「
日
本
の
今
日
の
平
和
と
繁
栄

は
、
尊
い
英
霊
の
犠
牲
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
い
歴
史

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を

固
く
誓
い
ま
す
」
と
追
悼
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　
終
戦
か
ら
六
十
四
年
の
歳
月
が

過
ぎ
、
町
内
で
も
遺
族
の
高
齢
化

が
進
み
、
戦
争
の
記
憶
は
徐
々
に

薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、
後

世
に
伝
え
、
郷
土
の
発
展
に
努
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平和への誓い新たに平和への誓い新たに
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仁多乃炎太鼓仁多乃炎太鼓仁多乃炎太鼓

三成幼稚園「なかよし炎太鼓」

橘太鼓「響座ジュニア」

約20002000人が来場人が来場約2000人が来場

三成保育所三成保育所「子どもげんき太鼓」「子どもげんき太鼓」

奥出雲神代神楽社中奥出雲神代神楽社中

三成保育所「子どもげんき太鼓」

奥出雲神代神楽社中仁多中学校仁多中学校「仁多誠心和太鼓」「仁多誠心和太鼓」仁多中学校「仁多誠心和太鼓」


